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特集２：SSHアメリカ合衆国ハワイ島海外研修 ～世界へ羽ばたく北高生～ 

ハワイ研修概要 

 2月10日（日）から16日（土）にわたり、米国ハワイ
島において、SSH海外研修が行われました。この研修の目
的は、日本では体験できないハワイ特有の自然環境におけ
る野外実習を行うこと、天文学センターなどにおいて最先
端科学に触れ、現地で活躍する研究者の方々の姿を目の当
たりにして将来のキャリア設計の参考にすること、ホーム
ステイや現地の高校生との交流を通して、実用的な英語の
運用を体感すること、などです。2回目の今回は13名の生
徒が参加しました。 

1日目 ヒロ到着～植生観察 

 ハワイに到着した一行は、HCC（ハ

ワイコミュニティカレッジ）でオリエ

ンテーションを受けたあと、サドルロ

ードの植生観察を行い、標高と植生の

関係について学びました。長時間のフ

ライトの疲れを吹き飛ばす、充実した

実習ができました。 

2日目 海洋生物観察実習～ホームステイ開始 

 2日目はリチャードソンオーシャン

センターで海洋生物観察実習を行い

ました。Spanish Dancer という非常に珍

しい生物を見ることもでき、生徒達は

大いに驚いていました。またこの日か

らハワイの一般家庭でのホームステ

イも始まりました。 

３日目 ハワイ国立火山公園巡検 

 3日目にはハワイ国立火山公園巡検

を行いました。ラバーチューブやクレ

ーター、溶岩樹などを実際に見ながら

説明を聞いたことで、12月に行った浅

間山巡検などの事前学習で学んだ内

容の理解がいっそう深まり、非常に内

容の濃い研修となりました。 

4日目 太平洋津波博物館～海洋学実習 

 太平洋津波博物館で展示や津波の

被害に関するビデオを鑑賞してから、

モクパパパディスカバリーセンター

でアホウドリの胃の内容物の調査実

習を行いました。人間の行動が野生動

物に与える影響の大きさに生徒達は

驚きを隠せませんでした。 

５日目 天文学研修～ワイアケア高校訪問 

 ホストファミリーと別れてから、イ

ミロア天文学センターでプラネタリ

ウムの見学をしました。それからワイ

アケア高校を訪問し、現地の高校生と

協力しながらロボット制作に取り組

みました。終了後の別れを惜しむ生徒

達の姿が印象的でした。 

ご意見・ご要望はこちらへ・・・ 
飯山北高等学校SSH委員会 
〒389-2253 長野県飯山市大字飯山2610番地 

TEL 0269(62)4175  FAX 0269(81)1072 

URLhttp://www.nagano-c.ed.jp/iikita/ 

E-mail i ikita@nagano-c.ed.jp

第２回ＳＳＨ運営指導委員会 

教育委員会指導主事の松原雄一先生からは、

「飯山北高校の先生方は楽しみながらSSH事

業に取り組んでおり好感が持てる。地元の資

源をどれだけ活用できるかをさらに追求し

て欲しい」とのご助言をいただきました。 

 2月26日（火）に第2回SSH運営指導委員会が開かれました。平成

24年度の本校SSH事業報告・ハワイ研修を引率した英語科黒岩周平先

生による成果発表・SSH 関連研究の実施概要説明・飯山カリキュラム

についての報告などを行った後、運営指導委員の先生方からご指導・

ご助言をいただきました。 

ハワイ研修に参加した生徒の声 

・日本では見られない植物や地形をたくさん見ることができて良

 かったです。英語での講義やホストファミリーとの会話を通し

  て、英語でのコミュニケーション能力の重要さを感じました。

・火山の赤い光が見えた時にはとても心が弾みました。 

左：池川信夫運営指導委員長様 

右：足立正則飯山市長様 

上：いざ出陣！ 下：ワイアケア高校にて 


